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明
る
く
・元
気
に
・
粘
り
強
く 

「
島
ぐ
る
み
会
議 

い
と
ま
ん
」 

 

本
島
最
南
端
の
「
島
ぐ
る
み
会
議
・
い
と
ま

ん
」
の
毎
週
火
曜
日
の
朝
宣
伝
は
明
る
く
元

気
で
す
。
８
時
か
ら
宣
伝
が
始
ま
り
ま
す
。 

８
月
１５
日
（
火
）
に
取
材
に
伺
い
ま
し
た
。

ハ
ン
ド
マ
イ
ク
が
２
台
、
ノ
ボ
リ
旗
が
乱
立

し
、
プ
ラ
ス
タ
ー
を
持
っ
た
人
な
ど
総
勢
８

人
で
し
た
。 

最
初
に
大
城
さ
ん
が
訴
え
ま
す
。
同
時
に

司
会
進
行
を
し
ま
す
。
歌
・
三
線
が
紹
介
さ

れ
、
「
沖
縄
を
返
せ
」
を
披
露
。
二
人
目
の
弁

士
は
前
田
潤
市
議
会
議
員
、
そ
の
後
、
歌
・

三
線
が
披
露
さ
れ
、
最
後
に
玉
城
ノ
ブ
子
県

議
が
訴
え
た
後
、
三
度
目
の
歌
・
三
線
の
時

は
短
歌
も
披
露
さ
れ
ま
す
。
最
後
に
司
会
の

大
城
さ
ん
が
閉
会
挨
拶
し
て
宣
伝
行
動
は

終
わ
り
ま
し
た
。 

片
づ
け
が
終
わ
る
と
、
参
加
者
が
輪
に
な

っ
て
そ
の
日
の
ま
と
め
を
行
い
、
今
後
の
行
事

日
程
な
ど
を
確
認
し
合
っ
て
散
会
と
な
り
ま

す
。
こ
の
日
、
右
翼
の
宣
伝
カ
ー
が
邪
魔
を

し
に
来
ま
し
た
。
大
音
響
で
何
度
も
宣
伝
隊

の
前
を
走
行
し
、
「
戦
争
反
対
の
理
想
な
ど

約
６
年
前
か
ら
毎
週
火
曜
宣
伝 

 
 

 
 

 
 

島
ぐ
る
み
八
重
瀬
の
会 

「
島
ぐ
る
み
八
重
瀬
の
会
」
は
、
天
候
の

悪
い
日
を
除
き
、
毎
週
火
曜
日
の
朝
７
時

半
か
ら
メ
イ
ン
通
り
の
伊
覇
交
差
点
で
宣

伝
を
し
て
い
ま
す
。
最
初
は
ノ
ボ
リ
旗
と
手

振
り
の
宣
伝
、
８
時
か
ら
宣
伝
カ
ー
を
使
い

街
頭
宣
伝
。
６
年
前
か
ら
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。 

  

勝つまでは諦めない。島ぐるみ草の根スタンディング 

 

 

南
風
原
島
ぐ
る
み
の
会 

辺
野
新
古
基
地
建
設
ス
ト
ッ
プ 

南
風
原
島
ぐ
る
み
会
議
が
二
〇
一
五
年
八
月

一
日
誕
生
か
ら
早
八
年
経
ち
ま
す
。
政
府
が
北

部
・
名
護
市
東
海
岸
に
何
が
何
で
も
新
基
地
を

造
る
と
い
う
不
条
理
な
国
策
に
、
南
風
原
か
ら

も
声
を
挙
げ
よ
う
と
始
め
た
そ
う
で
す
。 

周
に
一
回
、
安
和
桟
橋
ゲ
ー
ト
前
で
埋
め
立

て
土
砂
搬
入
へ
抗
議
。
毎
月
第
一
土
曜
県
民
集

会
へ
も
バ
ス
を
用
意
し
て
参
加
し
て
来
ま
し
た
。 

地
元
で
の
ア
ピ
ー
ル
も
必
要
で
は
な
い
か
と
、

兼
城
十
字
路
に
て
毎
週
金
曜
日
の
午
後
五
時
半

か
ら
四
五
分
間
、(

冬
場
は
五
時
よ
り
四
五
分
間)

の
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
続
け
て
い
ま
す
。 

大
き
め
の
立
て
看
板
を
掲
げ
な
が
ら
通
り
過

ぎ
る
車
に
手
振
り
を
し
ま
す
。
南
風
原
の
ノ
ボ
リ

は
会
員
の
申
し
出
に
よ
る
カ
ン
パ
で
で
き
て
い
ま

す
。
何
よ
り
の
宝
は
会
員
さ
ん
手
作
り
の
丈
夫
な

八
枚
の
看
板
で
す
。
時
を
経
る
ご
と
に
そ
の
有
難

さ
に
感
謝
し
て
い
る
と
…
。
共
同
代
表
の
一
人
で

も
あ
る
知
念
良
吉
さ
ん
、
隣
町
の
仲
宗
根
朝
吉

掲
げ
て
歩
道
を

占
拠
し
…
」
な

ど
と
攻
撃
。
ま

さ
に
、
戦
争
が

近
づ
い
て
い
る

か
の
よ
う
な
雰

囲
気
で
し
た
。 

宣
伝
場
所
は

第
１
週
か
ら
第

５
週
ま
で
決
め

て
あ
り
、
粘
り

強
く
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。 

 

写
真
は
４

枚
の
中
か
ら

好
き
な
も
の

を
使
っ
て
下
さ

い  

 

８
月
８
日
（
火
）
は
、
行
っ
た
り
来
た
り
の

迷
走
ノ
ロ
ノ
ロ
台
風
６
号
と
思
わ
れ
る
強
い

風
が
吹
く
な
か
、
４
人
が
集
ま
り
宣
伝
に

取
り
組
み
ま
し
た
。 

８
時
か
ら
マ
イ
ク
を
手
に
し
た
神
谷
信

夫
議
員
は
、
「
８
月
６
日
と
明
日
９
日
は
７８

年
前
に
広
島
と
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ

た
日
で
す
。
６
日
の
広
島
の
原
爆
式
典
で
広

島
市
長
は
、
『
政
府
の
言
う
核
抑
止
力
は
核

廃
絶
に
繋
が
ら
な
い
、
核
兵
器
禁
止
条
約

の
締
結
こ
そ
核
廃
絶
を
訴
え
る
被
爆
者
の

切
実
な
声
だ
！
』
と
そ
の
内
容
を
紹
介
」
、

新
基
地
建
設
反
対
、
核
廃
絶
を
訴
え
ま
し

た
。 

 

さ
ん
、
二
人
の
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
が
時
折
、

十
字
路
で
元
気
な

歌
、
心
に
沁
み
る
歌

を
歌
っ
て
励
ま
し
て

下
さ
い
ま
す
。 

政
府
が
断
念
す
る

ま
で
街
頭
に
立
ち
、

「
命
ど
ぅ
宝
、
世
界
の

正
義
を
あ
き
ら
め
る

こ
と
な
く
て
訴
え
続

け
て
い
き
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
す
。 

  

辺野古基地反対協が学習会 
沖縄に自治はあるのか？ 神話なのか 

ヘリ基地反対協は 8月 8日に名護市の港区公民館で、徳田博人（琉球大学教授）を迎え

て『辺野古裁判と誇りある自治』について学習会を開催しました。 近々、沖縄辺野古埋め立

て変更不承認をめぐる裁判の最高裁判所の判決が出ます。日本政府は私人に成りすまし、民

意に逆らい、出来損ないの新基地建設を強行するのか、沖縄に自治はないというのか？逆ら

ったら沖縄予算を削り、県民に分断を持ち込み、地域社会を破壊する蛮行を続ける日本政

府。どれ一つとっても許されない。政治は国民のためにあるはずだが現実は真逆に進んでい

る。最高裁は法の番人か、権力の番犬か？ 法に対する信頼が大きく揺らいでいます。 
 


